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水素エネルギーキャリア

【ブルーアンモニアの日本着価格】
＄350/Ton（水素換算 20円/Nm3）の実現が可能



アンモニア発電コスト（IEEJ試算）
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※コスト検証WG（2015）を参考に設定。
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10.4円/kWh

12.9円/kWh

石炭火力(専焼・混焼）発電コスト
SIP「エネルギーキャリア」

電源開発㈱ 終了報告書より
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アンモニアの発電コストの前提条件
・原料アンモニア：$350/ton
・バース、液体アンモニアタンク、気化器、
バーナーの改良などの設備費を含む。

・アンモニア混焼は、既存発電所で発電
⇒ 現状の系統設備をそのまま利用できる。

・出力変動の影響を受けない。

石炭混焼におけるCO2フリーアンモニアの発電原価は、再生可能エネルギー発電と同等
で、カーボンフリー電源のオプションとなり得る
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ロードマップ（サプライチェーン＆利用技術）
2020 2025 2030

Blue（天然ガス＋CCS）
Green（再生可能E）

石炭火力混焼
(~1,000MW)

社会実装

工業炉 社会実装

小型GT(~0.3MW)

大型ACCGT
(100MW～) 社会実装

中型GT(2MW～)
SOFC

製品化 社会実装

舶用エンジン 社会実装開発および製品化、基準等整備

社会実装

開発 および製品化

開発 および製品化

FS・大規模実証・設備改造

開発および製品化

国内市場
50～100万t/年

国内市場
300～500万t/年 3000万t/年（～2050）サウジアラビアデモ
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Gray
設計・建設

開発・実証・設計・建設



天然ガス+CCS/EOR (Blue)

NH3

再生可能エネルギー (Green)

豪州、米国、中東

クリーン燃料アンモニアの実装プラン
アンモニア ハブ 構想
（カーボンニュートラルポート

プロジェクトと連携）

１次受入基地

フェーズⅠ

・石炭発電での燃料アンモニア混焼

・アンモニア供給インフラの整備

・豪州、米国を中心としたサプライチェーンの構築

フェーズⅡ

・石炭発電での燃料アンモニア混焼率の拡大

・天然ガスタービン発電での燃料アンモニア利用

（１次受入基地と国内配送システム）

分散型電源への展開

（小型・中型発電、燃料電池）

工業炉

舶用エンジン

＜カーボンフリー発電＞

・石炭発電の専焼化

・大型ガスタービン発電の専焼化

・アジアの石炭発電への展開

ACCGT
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2050年 国内需要想定 3000万トン
CO2削減効果 6000万トン



カナダ

オーストラリア
西豪州, クイーンズランド州,
南豪州,タスマニア州

Renewables (Green)
Natural Gas (Blue)

オマーン

サウジアラビア

アメリカ合衆国

日本およびアジア諸国

ニュージーランド

燃料アンモニアのサプライチェーン構築の可能性
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チリ

UAE



燃料アンモニア輸入ハブ基地の役割
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NH3

NH3NH3

NH3 NH3

CO2
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植林

天然ガス

H2

NH3
改質

ｱﾝﾓﾆｱ
合成設備

再生可能
ｴﾈﾙｷﾞｰ

水電解

大型冷却船

大型ｱﾝﾓﾆｱ受入設備
(冷却タンクなど）

冷却/高圧船

ローリー
高圧タンク

冷却タンク

石炭火力
（自家発含む）

工業炉

大規模石炭火力

港湾設備の脱炭素化

・発電設備 (NH3ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ)

・ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ、ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ等
(NH3エンジン、燃料電池）

燃料ｱﾝﾓﾆｱﾊﾞﾝｶﾘﾝｸﾞ

産業用途
(化学、鉄鋼など)

アンモニアの製造・輸出 輸送 CNPの構成要素／発電・港湾での活用

２次輸送

輸出国候補：米国、豪州、中東（ｻｳｼﾞ、UAE、ｵﾏｰﾝ、ｸｪｰﾄ等）

燃料アンモニア輸入ハブ基地

幅広い国内需要
への効率的対応


